
令和７年度２月（冒頭提案）補正予算概要 

令和８年２月１８日 
総 務 部 財 政 課 

 

(1) 国の令和７年度第１次補正予算が、令和８年度当初予算と一体として編成されていること

と歩調を合わせ、令和８年度当初予算と令和７年度２月（冒頭提案）補正予算を一体として

編成。

(2) 国の補正予算に対応し、必要性・緊急性の高い事業に要する経費について計上する。

(3) 投資事業については、「第１次国土強靱化実施中期計画」に基づき、国の補正予算で措置

された財源を有効に活用して予算を計上する。

 

【一般会計】 ８７，０９１百万円（うち一般財源 ２９，０３２百万円） 

              
（単位：百万円） 

区 分 予 算 額 
財  源  内  訳 

特 定 財 源 一 般 財 源 

当初予算 １，２６３，４５０ ３２６，８５６ ９３６，５９４ 
現 計 １，２８８，８１５ ３４６，９１１ ９４１，９０４ 
補 正 額 ８７，０９１ ５８，０５９ ２９，０３２ 
累 計 １，３７５，９０６ ４０４，９７０ ９７０，９３６ 

※ Ｒ７当初比 １１２，４５６百万円増（８．９０％増）

 

【特定財源】 
○重点支援地方交付金 １７，９３４百万円 
○その他の国庫支出金 ３４，９９２百万円 

【一般財源】 
○財政調整基金繰入金  １，６６２百万円 
○県 債 ２７，３７０百万円 

※主な事業の概要については「令和８年度新潟県当初予算案の概要」を参照

新潟県報道資料 

本件についてのお問い合わせ先 
財政課〔総括担当〕 若杉、本間 
（内線）2181 （直通）025-280-5037 

１ 補正の考え方 

２ 補正予算額 

３ 予算現計 

４ 主な財源充当額 

資料３ 



   （単位：千円） 

◎投資的経費                  68,869,109 

国の経済対策に係る事業等 

  ・道路、河川改良、地すべり対策、ほ場整備などの一般公共事業等 

  

○ ゼロ国債について【債務負担行為】 

事業の平準化、公共事業の端境期における効率的な執行環境確保のため、 
ゼロ国債を設定する。 
 ※設定額 948,000千円 
 

※繰越明許費（一般会計）            75,134,507 

 


